
　山梨からも多数の業者が出展した
「第70回バンコク宝石・ジュエリーフェ
ア」が、9月9日～13日までバンコクで
開催され、大盛況のうちに終了した。
　フェアを主催するタイ国際貿易振興
省（DITP）とタイ宝石宝飾協会（GIT）の
発表によると、発注総額が目標の約1億
ドルに達し、来場者数は世界中から約4
万人、前年比でも6.11％増加するなど、
予想を上回る結果となった。両主催者
は、タイを世界の宝石・ジュエリー取引
のハブに押し上げたと喜びを伝えてお
り、来年は展示エリアをさらに100ブース
以上拡大する計画として、さらに盛大な
イベントにすることを約束した。
　DITPのPhusit Ratanakul Serero-
engrit局長は、「今回のフェアの成功
は、DITP、GIT、組織委員会、そして13
以上の民間セクターのパートナーとの
協力の賜物です。この5日間のイベント
では、国内外から1,101社が出展し、20
カ国から2,470のブースが設けられ、総
額1億ドル以上の発注があった。クイー
ン・シリキット・ナショナル・コンベンショ
ン・センターのG階とLG階のホール1-8
全体が満席となった。来場者数は前回

比6.11％増の39,579人
で、海外からの来場者が
72％を占めた。上位5カ
国は、インド、ミャンマー、
中国、スリランカ、日本で
あった。購入オーダーの
多かった上位5つの商品
カテゴリーは、それぞれ
宝石、シルバージュエ

リー、ダイヤモンド、ゴールドジュエリー、
ファインジュエリーだった。次回の開催
では、増加する出展者の需要に応える
ため、展示スペースを100ブース以上拡
大する予定です。この成功は、世界の宝
石・宝飾品貿易の重要な拠点として、タ
イに対する世界のビジネス界の信頼を
明確に示すものです」と語った。
　GITのスメド・プラソンポンチャイ事
務局長は、「バンコク・ジェムはタイで最
も古い宝石宝飾品見本市であり、世界
でも4本の指に入る。タイはカラース
トーンの世界的な中心地であり、宝飾
品の品質と職人技が高く評価されてい
るため、バンコク・ジェム見本市は世界
中のバイヤーやビジネスマンが必ず訪
れる場所となっています。フェアはまた、
タイの職人による宝石やジュエリーの

展示、ネット
ワーキング・レ
セプション、
マーケティン
グ・セミナー、
国際組織との

協力や温室効果ガス管理機関との覚
書調印などの同時開催イベントなど、さ
まざまな特別活動を通じて、ビジネス
提携を築き、知識を交換するプラット
フォームとしての役割も果たしている」
と説明があった。
　この成功を受け、DITPとGITは
2025年2月22日から26日までクイー
ン・シリキット・ナショナル・コンベンショ

ン・センターで開催
される「第71回バン
コク宝石・ジュエ
リーフェア」の準備
を発表した。出展予
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世界から約4万人を集めたバンコクフェア
目標発注総額をクリアし、世界のハブ化目指す

　年内最後の大規模宝
飾展「第12回国際宝飾展 
秋」（秋のIJT）は、10月23
日～25日の3日間、パシ
フィコ横浜で開催される。
入場料は5,000円だが、
事前登録にて無料で入場
できる（個人消費または一
般消費者は入場できな
い。18歳以下は保護者が
必要）。
　秋のIJTでは、ハイジュ
エリーからライトジュエ
リーまで様々な宝飾品が
並ぶのに加え、鉱物、天然
石ルース、ハンドメイドに
必要な素材やパーツなど
47万点の中から『実際に
見て、比べて、特別価格で
仕入れができる』展示会となっており、
前回比40社増となる430社の出展が

見込まれている。
　宝飾メーカーや卸が出
展し、トレンドや最新のデ
ザインを学べるなど仕入れ
意欲の高い日本・中国をは
じめとしたアジア各国のバ
イヤーが来場するのに加
え、宝飾品ビジネスに関心
のある人、これから新規参
入を考えている人、ハンド
メイド作家、ソーシャルバ
イヤーなどが仕入れやブ
ランド導入に訪れるほか、
製作に欠かせない工具や
機器の導入にも訪れる。
　出展社は国内や海外バ
イヤーとの商談にて販売
や新規開拓に期待すると
ともに、ソーシャルバイ

ヤーによる新規開拓と現場販売の勢
いに注目している。

　昨年の来場者数は15,000人（見込
み）で、2022年の来場者数13,439人
の来場者分析によると、国内来場者数
の業種割合は11,833人の内42％の
5,023人が小売だった。海外バイヤー
は284人で、ソーシャルバイヤーは
1,322人であった。
　近年ではソーシャルバイヤーや海外
バイヤーが会場を埋め尽くすような印
象が強いが、数字が示すようにソー
シャルバイヤー数は全体の1割程度と
なっており、国内小売りとの商談が目
立たないか、国内小売りへのアピール
が足りていないことが推測され、国内
活性化の余地は残されている。実際に
好調な展示会にせよソーシャル系販
売にせよ、展示会出展社が起点となっ
ていることは多い。年末商戦に向けた
仕入れとともに、新たな戦略や新規開
拓に向けて時間をかけて巡ることに
よって成長に繋げたい。

　SUZUHOは、10月23日からの秋の
IJTに出展し、予約制にて「秋のクラフ
ト体験祭り」（無料）をブース（No.22-
32）内で開催する。
　同体験祭りは4つ。GSR洋彫り無料
体験（23・24日）、3Designモデリング
無料体験（23～25日）、宝石研磨無料
体験（23日）、iPadCADモデリング無
料体験（23～25日）。
　洋彫りの講師はマスターエングレー
バーとして第一線で活躍する青野氏。
GRSを使用したドッグタグに名前を彫る
体験を行う。なかなか体験できない貴重

な洋彫りを無料で体
験。初めてでも青野氏の
サポートで進められる。
　3Designモデリング
の講師は体験会やセミ
ナーでお馴染みの森
本氏。フランスで開発
された最先端のジュエ
リー専用CADソフト
「3Design V12」を使
用した初心者向けと、
ユーザー向けの2つの

コースが用意されている。
　宝石研磨は、日本ジュエリーアカデ
ミーの宝石研磨講師、高谷先生が教
えてくれる。Hi-Tecを使用した体験が
できる。
　iPadCADは、手軽に3DCADを始めた
い人に向いており、手持ちのiPadで簡単
に3Dモデリング
を行う。講師は
iPadCAD講座を
始めたジュエリー
職人兼クリエイ
ターの梅木氏。

　10月11日（オスロ）、ノーベル平
和賞を「日本被団協」が受賞し、日
本国民をはじめ世界を驚かせた。
　授賞理由の中に、「被爆者の高
齢化が進んでいる中で、今回の授
与が、日本被団協の活動が次世
代に受け継がれるための刺激と
なってほしい」と訴えていた。
　次世代へ受け継ぐことの大切さ
に誰もが気づいてはいるが、日本国
民の全員が考え理解していなけれ

ば、次世代へ受け継ぐことは難しい。今
回のように、継承の大切さを日々声にす
る必要があり、声を上げていることに、耳
を傾ける必要がある。また、高齢化が進
んでいるのは日本社会も同じで、それぞ
れが継承を考え、声を上げること。難しい
課題だからこそ日々の議論を続け、少な
くとも諦めることを継がないことだ。
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来年2月のフェアも拡大計画中

ジュエリー専用CADソフトで
無料モデリング体験を秋のIJTで
SUZUHOの体験祭り
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